
【取り組みのねらい】

総合学習 環境問題のコラムを書こう

　限られたスペースに簡潔に短く意見がまとめられている新聞のコラムのように記事
（400字）を書くことにより、環境問題の本質について考え、自分の意見を相手に伝え
るための力（コミュニケーション能力）を育てる。

【進め方】
（1）コラムの文章を書くにあたって、大切な3つの「C」がある。

 ①CORRECT（コレクト・正確）: 真実性と正確性をもった文章であること。
 ②CONCISE（コンサイス・簡潔）: 短く簡潔で読みやすい文章であること。
 ③CLEAR（クリアー・明快）: わかりやすくやさしい文章であること。

（2） 地球的規模での環境問題や自然について考える場合には、長期的な視点やお互いのつな
がりとその影響など大きくとらえることが必要である。

〈環境問題における4つの大切な視点〉

 ①DIVERSITY（ダイバーシティー・多様性） ②HOLISTIC（ホリスティック・全体性）
 ③CONCERN（コンサーン･関係性） ④SUSTAINABILITY
  （サステーナビリティー･持続可能性）

（3）環境問題では、常に積極的な問題発見型、問題解決型のアプローチが求められる。

〈環境問題における4つの大切な考え方〉

 ①CRITICAL THINKING（批判的に考える） ②LOGICAL THINKING（論理的に考える）
 ③CREATIVE THINKING（創造的に考える） ④VALUE THINKING（価値的に考える）

〈｢文章の流れ｣として､下記のような例を示しておくと生徒は書きやすい〉

 ①（問題の提示） 「○○○は、本当に○○○だろうか?」
 ②（結　　　論） 「私は、○○○と考える」
  「私は、○○は△△であるべきであると考える」
 ③（理　　　由） 「なぜなら、○○○は、○○○だからである」
  「たとえば、□□□はその例である」
 ④（具　体　例） 「具体的には、○○○････､○○○････などが挙げられる」
 ⑤（結論の再確認） 「このように、私は○○○･･･と考える」
  「このように、○○○･･･が考えられる」
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